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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）Δ９エロンガーゼ活性を有し、クラスタルＶ法のアラインメントに基づいて配列
番号２または配列番号５で記載されるアミノ酸配列と比べると少なくとも７０％のアミノ
酸同一性を有するポリペプチドをコードする、ヌクレオチド配列を含んでなる単離された
核酸配列、
　（ｂ）Δ９エロンガーゼ活性を有するポリペプチドをコードし、ＢＬＡＳＴＮ法のアラ
インメントに基づいて配列番号１、配列番号３、配列番号４または配列番号６で記載され
るヌクレオチド配列と比べると少なくとも７０％の配列同一性を有する、ヌクレオチド配
列を含んでなる単離された核酸配列、
　（ｃ）Δ９エロンガーゼ活性を有するポリペプチドをコードし、０.１×ＳＳＣ、０.１
％ＳＤＳで６５℃、そして２×ＳＳＣ、０.１％ＳＤＳで洗浄後、０.１×ＳＳＣ、０.１
％ＳＤＳというストリンジェントなハイブリダイゼーション条件下で、配列番号１、配列
番号３、配列番号４または配列番号６で記載されるヌクレオチド配列とハイブリダイズす
る、ヌクレオチド配列を含んでなる単離された核酸配列、
または
　（ｄ）（ａ）、（ｂ）または（ｃ）のヌクレオチド配列と同数のヌクレオチドからなり
それと１００％相補的である、前記ヌクレオチド配列の相補体
よりなる群から選択される単離されたポリヌクレオチド。
【請求項２】
　ポリペプチドのアミノ酸配列が、
　（ａ）配列番号２または配列番号５で記載されるアミノ酸配列、および
　（ｂ）少なくとも１つの保存的アミノ酸置換によって（ａ）のアミノ酸配列と異なるア
ミノ酸配列
よりなる群から選択されるΔ９エロンガーゼポリペプチド。
【請求項３】
　請求項１に記載の単離された核酸配列を含んでなる単離された形質転換宿主細胞。
【請求項４】
　ａ）ｉ）（１）Δ９エロンガーゼ活性を有し、クラスタルＶ法のアラインメントに基づ
いて配列番号２または配列番号５で記載されるアミノ酸配列と比べると少なくとも７０％
のアミノ酸同一性を有するポリペプチドをコードする、ヌクレオチド配列を含んでなる単
離された核酸配列、
　（２）Δ９エロンガーゼ活性を有するポリペプチドをコードし、０.１×ＳＳＣ、０.１
％ＳＤＳで６５℃、そして２×ＳＳＣ、０.１％ＳＤＳで洗浄後、０.１×ＳＳＣ、０.１
％ＳＤＳというストリンジェントなハイブリダイゼーション条件下で、配列番号１、配列
番号３、配列番号４または配列番号６で記載されるヌクレオチドとハイブリダイズする、
ヌクレオチド配列を含んでなる単離された核酸配列
よりなる群から選択される、Δ９エロンガーゼ活性を有するポリペプチドをコードする単
離されたポリヌクレオチド配列、および
　ii）リノール酸およびα－リノレン酸よりなる群から選択される少なくとも１つの基質
脂肪酸の源
を含んでなる単離された形質転換酵母宿主細胞を提供し、
　ｂ）ステップ（ａ）の形質転換酵母宿主細胞を、Δ９エロンガーゼポリペプチドをコー
ドする核酸配列が発現されそして少なくとも１つの基質脂肪酸が少なくとも１つの生成物
脂肪酸に転換される条件下、ここではリノール酸がエイコサジエン酸に転換される反応、
およびα－リノレン酸がエイコサトリエン酸に転換される反応よりなる群から選択される
反応の条件下で生育させ、そして
　ｃ）場合によりステップ（ｂ）の少なくとも１つの生成物脂肪酸を回収する
ことを含んでなる多価不飽和脂肪酸の製造方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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